
　

昨
年
の
六
月
、
貴
学
の
商
品
資
料
館
を
訪
問
し
た
折
、
陶

磁
器
、
漆
器
、
金
工
品
と
い
っ
た
工
芸
品
の
数
々
や
繊
維
製

品
の
見
本
類
に
茶
葉
・
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
瓶
詰
標
本
な
ど
を
目

の
当
た
り
に
し
、
各
々
の
収
集
時
期
は
異
な
れ
ど
も
、
小
職

が
担
当
し
て
い
る
部
門
の
収
蔵
資
料
と
の
相
似
性
に
あ
ら
た

め
て
感
慨
を
深
く
し
た
。

　

当
館
「
商
品
」
部
門
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
と
、
一
九
五
〇

年
代
前
半
に
始
ま
っ
た
商
学
部
教
員
に
よ
る
天
然
素
材
か
ら

石
油
化
学
製
品
に
至
る
原
材
料
標
本
、
穀
類
・
コ
ー
ヒ
ー

豆
・
鉱
物
な
ど
貿
易
商
品
の
収
集
に
行
き
着
く
。
一
九
五
七

年
に
商
品
陳
列
館
（
後
、
商
品
博
物
館
）
が
設
置
さ
れ
、
そ

の
頃
か
ら
収
集
品
は
地
方
物
産
品
、
す
な
わ
ち
陶
磁
器
、
漆

器
、
染
織
品
な
ど
今
日
で
言
う
伝
統
的
工
芸
品
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
大
学
紛
争
に
よ
る
閉

鎖
の
後
、
一
九
七
三
年
に
あ
ら
た
め
て
商
学
部
の
付
属
施
設

と
し
て
再
興
さ
れ
た
。
そ
の
頃
、
花
形
商
品
で
あ
っ
た
自
動

車
や
新
型
家
電
に
つ
い
て
は
映
画
フ
ィ
ル
ム
や
カ
タ
ロ
グ
な

ど
二
次
資
料
を
収
集
・
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
実
物
は
地
方

物
産
品
収
集
以
来
の
伝
統
的
工
芸
品
を
取
り
扱
う
方
針
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
頃
、通
商
産
業
省
（
現
経
済
産
業
省
）

が
「
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定

（
一
九
七
四
年
）
し
て
お
り
、
経
済
成
長
の
結
果
生
じ
た
都

市
一
極
集
中
や
環
境
破
壊
を
き
っ
か
け
に
地
域
色
、
伝
統
文

化
、
自
然
保
護
へ
の
関
心
が
高
ま
り
を
見
せ
た
時
代
背
景
を

指
摘
で
き
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
商
学
部
の
教
員
は
す
で
に
産
業

と
し
て
は
あ
ま
り
に
零
細
な
業
界
に
注
目
し
た
の
だ
ろ
う

か
？　

実
際
、
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
研
究
を
専
門
と
す
る

教
員
が
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
高
度
成
長
後
の
時
代
相
に
つ

い
て
、
刀
根
武
晴
第
三
代
館
長
が
「
不
確
実
性
の
時
代
，
不

透
明
の
時
代
」「
選
択
の
時
代
な
ど
色
々
な
形
容
詞
を
冠
し

て
呼
ば
れ
る
一
九
八
〇
年
代
」（『
明
大
商
品
陳
列
館
報
』
五

号
、
一
九
八
一
年
）
と
評
し
、
混
迷
を
打
破
す
る
「
現
代
文

明
の
原
動
力
」
と
し
て
「
手
づ
く
り
の
文
化
」
に
言
及
、「
伝

統
的
な
社
会
に
お
い
て
」「
単
に
商
品
生
産
の
た
め
の
技
術

で
は
な
く
、
生
活
の
た
め
の
技
術
が
文
化
と
し
て
存
在
」
し

「
人
間
が
ど
の
よ
う
に
才
覚
を
発
揮
し
て
商
品
形
態
を
作
り

あ
げ
、
生
活
文
化
を
形
成
さ
せ
て
き
た
か
を
今
こ
そ
見
直
す

こ
と
が
必
要
」（
同
六
号
、
一
九
八
二
年
）
と
述
べ
て
い
る

の
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
先
行
き

不
透
明
な
時
代
、
自
ら
の
専
門
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
意
図
で
伝
統
工
芸
に
注
目
し
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

一
九
九
一
年
に
は
学
内
の
他
博
物
館
と
事
務
所
管
部
署
を

統
合
す
る
た
め
商
学
部
を
離
れ
、
再
興
を
担
っ
た
教
員
が
順

次
退
職
す
る
内
、
博
物
館
活
動
は
生
涯
教
育
に
シ
フ
ト
し
、

学
部
の
教
育
・
研
究
と
は
距
離
の
開
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。

二
〇
〇
四
年
四
月
に
刑
事
博
物
館
・
考
古
学
博
物
館
と
統
合

し
、
新
た
に
明
治
大
学
博
物
館
が
発
足
し
た
際
、
研
究
体
制

の
再
構
築
が
図
ら
れ
、
商
学
部
教
員
と
連
携
し
た
調
査
・
研

究
活
動
が
始
ま
っ
た
。
伝
統
的
工
芸
品
を
高
付
加
価
値
商
品

と
位
置
付
け
、
複
合
的
な
価
値
形
成
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

な
ど
の
動
向
に
注
目
し
た
が
、
二
〇
一
〇
年
代
に
至
っ
て
伝

統
的
工
芸
品
は
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
高

級
商
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
動
向
が
出
て
き
た
。
小
規
模
経

営
な
ら
で
は
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介
し
た
ダ
イ
レ
ク
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
、
情
報
化
社
会
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
人
々
の
趣

向
性
の
多
様
化
に
対
応
す
る
多
品
種
少
量
生
産
の
あ
り
方
と

い
う
点
で
は
、
地
方
物
産
収
集
の
一
九
六
〇
年
代
と
も
、
オ

ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
視
点
を
求
め
た
一
九
八
〇
年
代
と
も
異
な

る
、
二
一
世
紀
初
頭
の
時
代
相
を
反
映
し
た
商
品
資
料
収
集

が
現
在
進
行
中
で
あ
る
。　
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二
〇
一
七
年
四
月
に
商
品
資
料
館
企
画
室（
臨
時
）

が
発
足
し
て
か
ら
、
今
年
で
七
年
目
と
な
り
ま
す
。

専
門
家
不
在
の
集
団
に
、
何
が
で
き
る
の
か
、
ど
こ

ま
で
で
き
る
の
か
。
不
安
と
迷
い
の
中
、
手
探
り
の

状
態
で
、
企
画
室
は
出
発
し
ま
し
た
。
初
年
度
末
に

提
出
さ
れ
た
「
活
動
報
告2017

」
に
よ
る
と
、
企

画
室
設
置
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
て
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
就
任
、
他
大
学
か
ら
の
資
料
館
見
学
・
担
当

者
と
の
意
見
交
換
、「
河
井

次
郞
展
」
な
ど
へ
の

視
察
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
商
品
資
料
館
の

活
用
な
ど
が
、
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、「
河
井

次
郞
展
」
で
の
展
示
で
あ
っ

た
り
、
日
本
陶
磁
協
会
『
陶
説
』（
二
〇
一
九
年
一

月
号
、 

三
四
〜
四
三
頁
）
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い

た
り
、一
橋
大
学
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
商

品
学
と
工
芸
史
の
は
ざ
ま　

一
橋
大
学
と
山
口
大
学

の
所
蔵
資
料
か
ら
考
え
る
商
業
教
育
史
」（
二
〇
一
九

年
一
一
月
八
日
開
催
）
に
参
加
し
た
り
（
詳
細
は
、

『
商
品
資
料
館
便
り
』
第
二
二
号
参
照
）、
山
口
大
学

の
学
術
資
産
継
承
事
業
成
果
展
『
宝
山
の
一
角
』
に

て
展
示
し
た
り
な
ど
、
地
道
に
活
動
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
折
、
こ
れ
ら
継
続
し

て
き
た
取
り
組
み
も
、
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き
た
と
思

わ
れ
る
二
〇
二
二
年
度
の
活
動
報
告
（『
活
動
報
告

2022

』）
を
見
る
と
、
山
口
大
学
学
術
資
産
継
承
事

業
「
学
術
資
産
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
の
連
携
、
施
設

見
学
や
資
料
の
貸
し
出
し
（
地
元
企
画
展
で
の
展

示
）
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年

度
（
二
〇
二
三
年
度
）
に
は
、
専
門
家
の
方
々
の

施
設
見
学
や
資
料
調
査
が
三
件
、
実
現
し
て
い
ま

す
（
二
〇
二
三
年
一
一
月
末
時
点
）。
そ
の
中
に
は
、

二
〇
一
九
年
開
催
の
一
橋
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ
れ
、
そ
の
流
れ
で
、
山
口
大

学
経
済
学
部
商
品
資
料
館
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
専

門
家
の
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
専
門
家
の
方
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
、
商

品
資
料
館
が
目
に
留
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　　

十
一
月
十
二
日
の
夕
方
、
た
ま
た
ま
つ
け
た
テ
レ

ビ
に
ｅ
テ
レ
の
こ
ど
も
手
話
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
が
放
送

さ
れ
て
い
て
、
国
立
科
学
博
物
館
が
い
ま
困
っ
て
い

る
と
い
う
お
話
で
し
た
。
番
組
の
最
後
に
は
キ
ャ
ス

タ
ー
の
工
藤
咲
子
さ
ん
が
「
皆
さ
ん
、
国
立
科
学
博

物
館
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
ね
、
そ
れ
は
博
物
館
へ
の

応
援
に
な
る
か
ら
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
情
報
伝
達

手
段
が
大
き
く
飛
躍
し
た
今
、
美
術
館
や
博
物
館
に

行
か
な
く
て
も
色
ん
な
こ
と
に
つ
い
て
調
べ
る
、
知

る
こ
と
が
で
き
、
す
ご
く
便
利
な
社
会
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
美
術
館
や
博
物
館
の
入
館
者
数
が
右

肩
下
が
り
に
な
っ
た
一
因
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

山
口
大
学
商
品
資
料
館
一
階
の
展
示
室
に
入
る

と
、
左
手
の
展
示
ケ
ー
ス
に
人
形
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
制
作
時
期
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
島
津
製
作

所
さ
ん
が
大
正
四
年
十
一
月
に
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
大
正
の
時
代
な
の
で
、
白
黒

写
真
は
ま
だ
珍
し
い
も
の
で
、
カ
ラ
ー
写
真
を
み
る

チ
ャ
ン
ス
は
な
か
っ
た
の
で
は
、
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
当
時
の
学
生
た
ち
は
日
本
以
外
の
人
々
の
様
子

を
こ
れ
ら
の
カ
ラ
フ
ル
な
人
形
で
認
識
で
き
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

時
代
の
移
り
行
き
で
、
商
品
資
料
館
の
展
示
品
は

過
去
の
役
割
に
お
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
現
代
を
生

き
る
私
た
ち
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
先
人
た
ち
が
時
間

と
お
金
を
か
け
て
収
集
し
て
き
た
も
の
を
展
示
し
、

よ
り
多
く
の
人
々
に
来
て
も
ら
え
る
か
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

素
人
の
考
え
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
美
術
館
の

展
示
品
は
点
よ
り
線
で
展
示
す
る
方
が
来
館
者
に
よ

り
よ
く
理
解
し
て
も
ら
え
ま
す
。
美
術
品
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
商
品
資
料
館
の
所
蔵
品
は
同
じ
類
別
な

も
の
が
多
く
、
災
害
等
に
よ
る
損
害
も
ほ
と
ん
ど
な

い
た
め
、
点
よ
り
線
（
そ
の
線
の
長
さ
を
別
に
し

て
）
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
た
だ
、
ど
う
い
う
線
で
見
て
い
く
か
、
所
蔵
品

の
範
囲
の
広
さ
か
ら
色
ん
な
専
門
家
の
見
地
が
必
要

だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
い
ま
の
商
品
資

料
撮
影
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
の
一
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

商
品
資
料
館
の
商
品
撮
影
は
今
年
で
三
年
目
に
な

り
ま
す
。
商
品
を
撮
影
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
し

て
い
き
、
商
品
資
料
の
管
理
の
効
率
化
を
狙
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
い
ず
れ
写
真
付
き
の
デ
ー
タ
を
ネ
ッ

ト
に
公
開
し
、
遠
方
の
方
々
や
お
忙
し
い
方
々
に

ネ
ッ
ト
で
見
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
方
々
の
中
か
ら

「
あ
、
面
白
い
」
と
思
い
、
商
品
資
料
館
に
来
て
い

た
だ
け
る
方
、
自
分
の
ご
研
究
に
関
係
す
る
新
し
い

点
を
見
出
し
た
り
、
す
で
に
持
っ
て
い
る
点
を
繋
い

で
、
線
に
で
き
た
り
す
る
専
門
家
の
方
も
現
れ
る
で

し
ょ
う
。

　
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」、
Ｉ
Ｔ
技
術
は
こ
の

「
見
」
の
解
釈
を
ず
い
ぶ
ん
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

で
す
が
、上
述
し
た
人
形
の
ケ
ー
ス
の
前
に
立
っ
て
、

三
人
の
老
人
が
面
白
そ
う
に
本
を
読
ん
で
い
る
人
形

（
明
治
三
十
九
年
、
井
上
清
介
氏
寄
贈
）
を
じ
っ
く

り
見
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
時
代
の
日
本
人
の
識
字

率
が
す
で
に
高
い
な
と
い
う
考
え
が
頭
を
よ
ぎ
る
、

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
現
場
に
行
き
、

じ
っ
く
り
見
る
、
じ
っ
く
り
考
え
る
、
同
じ
空
間
に

い
る
方
々
と
じ
っ
く
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
の
特
典
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
　

現
在
、
企
画
室
で
は
、
室
員

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円

滑
に
す
る
た
め
に
、W

ebex

を

用
い
て
い
る
（
メ
ー
ル
等
と
の

併
用
）。
し
か
し
、
ご
承
知
の
通

り
、
山
口
大
学
で
は
、Google 

W
orkspace

へ
の
移
行
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
際
、
課

題
と
な
る
の
が
、W

ebex

に

蓄
積
し
て
あ
る
「
様
々
な
デ
ー

タ
（
フ
ァ
イ
ル
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
）」
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
ど
う

な
る
の
か
、
で
あ
る
。 Google 

W
orkspace

へ
の
デ
ー
タ
移
行

は
、
う
ま
く
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

専
門
知
識
の
な
い
私
は
、
戦
々

恐
々
と
し
て
い
る
。（
商
品
資
料

館
企
画
室
長
・
経
済
学
部
経
営

学
科
准
教
授　

柳
田
卓
爾
）　

編
集
後
記

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

　
　
　
　
商
品
資
料
館
企
画
室
長

　
　
　
　
　
経
営
学
科
准
教
授

　
　
　
　
　
　

柳
田　

卓
爾

　
「
商
品
資
料
館
所
蔵
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
回
目
の
撮
影
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　
商
品
資
料
館
企
画
室

　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
政
策
学
科
准
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　

袁　

麗
暉

https://www.yamaguchi-u.ac.jp/econo/ecmus/


